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発表内容 1993年～2009年、福井県内の流行性角結膜炎(EKC)や咽頭結膜熱(PCF)
の患者から採取された検体について、LAMP法と PCR-シーケンス法によ
り AdVを検出した。202検体中 152検体が AdV陽性であり、EKCから
は 54型(66件)、37型(31件)、3型(19件)、8型(8件)、53型(5件)および
19型(4件)などが、PCFからは 3型(9件)、54型(2件)などが検出された。 

54型は EKCから検出された AdVの 47.5％を占め、PCFからも検出さ
れた。最初に検出されたのは 2000 年であり、それ以降 2009 年まで検出
が続いている。2005年～2006年の福井県の EKCの大きな流行はこの 54
型に起因していたことが判明した。8 型の検出は 2001 年が最後であり、
このころに 8型が 54型に置き換わった形であった。解析した部位のホモ
ロジーは、8型と 54型の型内ではそれぞれ 100％であったが、8型と 54
型では 96.4％であった。 
一方、53型は 1996年に最初に検出され、大きな拡がりはないもののそ
の後 2004年と 2007年に検出されている。 
新型アデノウイルス 54型および 53型は福井県内に侵淫しており、特に

54 型が EKC の主要な病原体のひとつとなっていることが明らかになっ
た。 

 


